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 回収したフラクションに含まれるSDSはどの程度ですか？
  1分画目のSDS濃度はおよそ 0.1%です。Sample buffer の影響を受けるため、
  他のフラクションより濃くなります。

 回収したフラクションの保存方法はどのようにしますか？
  一昼夜であれば4℃保存、24 時間以上の場合は-80℃保存をお勧めします。

 TCA 沈殿サンプルのような再溶解の難しいサンプルを溶解するにはどうしたらよいですか？
  ペレットに30ul Sample buffer、8ul 1M DTT を加え、溶解後112uLの水を加えます。
  ペレットの一部をGELFREE 8100 Fractionation Systemに供する場合は、10mM Tris acetate bufferで
  溶解しその一部を sample preparationに使用します。

 膜タンパクを溶解するにはどうしたらよいですか？
  2.5% SDS、50mM Tris pH8.2で溶解した後に、Sample bufferを加えます。

 SDS 除去をするにはどうしたらよいですか？
  SDS 除去キットは多数ありますが、Thermo Pierce のスピンカラムが使いやすく高回収率です。

 脱塩をするにはどうしたらよいですか？
  塩が含まれると、移動性・再現性に影響します。Pierce Zeba Spin Desaliting Columnを推奨します。

 回収したフラクションの処理はどうしたらよいですか？
  インタクトタンパクの分析の場合は SDS除去、他はFilter Aided Sample Prep (FASP) methodを
  推奨します。

 GELFREE 8100 Fraction Systemのフラクションを1D SDS-PAGE へ供するにはどうしたらよいですか？
  Invitrogen のゲル (12%カートリッジ；4-12% Tris-glysine gel、他カートリッジ；10-20% Tris-glysine 
  gel) を使用した場合の処理例です、他メーカーの物でも同様です。
  5uL GELFREE fraction
   + 8uL water
   + 5uL LDS sample buffer
   + 2uL 1M DTT　　　　　　　
  total 20uL
  50℃で10 分間処理し、ゲルには10uLアプライします。泳動後は、銀染色で確認します。

 他のレーンよりも泳動が遅くなるのはなぜでしょうか？
  気泡、カートリッジ温度、塩濃度、サンプル粘度、サンプル量のいずれかによります。
　　　　 気泡がmembrane(sample loading chamberとbuffer reservoirを仕切る)にトラップされると
  他のレーンよりも電流値が低くなり、泳動が遅れます。泡立てないように、ゆっくりと操作するように
  します。気泡がある場合はピペット等で取り除きます。
 　 カートリッジやバッファーの温度が室温よりも低い場合、泳動が遅れる恐れがあります。
  カートリッジ、バッファー類は室温保存し、冷蔵、冷凍保存はしません。
 　 塩濃度が高い場合、泳動が遅れる傾向にあります。詳しくは塩の許容濃度 (p. 3) をご参照願います。
 　 サンプルの粘度が高い場合、量が多すぎる場合は処理量を減らした上での検討が必要です。


